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令和３年９月（第５回）役員会議事要旨 

 

日 時 令和３年９月２７日（月）１３：０１～１３：５８ 

場 所 （ウェブ会議システム「Microsoft Teams」を利用） 

出席者 ８／８ 

槇野学長，高橋理事，舟橋理事，那須理事，前田理事，袖山理事，阿部理事， 

青山理事 

欠席者 なし 

陪席者 青山監事，大原監事 

 

○ 前回議事要旨の確認 

令和３年７月（第３回）及び同９月（第４回）の議事要旨について，原案のとおり承

認された。 

 

○ 議 事 

１ 審議事項 

（１）第４期中期目標・中期計画における「その他記載事項」について 

高橋理事から，資料１に基づき，文部科学省に９月末までに提出することとされて

いる，国立大学法人法施行規則第７条に規定の「人事に関する計画」，「コンプライア

ンスに関する計画」，「安全管理に関する計画」及び「マイナンバーカードの普及促進

に関する計画」に関し，本学における各計画案の概要について説明及び提案があり，

審議の結果，原案のとおり承認された。なお，このことに関連して，青山理事から，

大学はコンプライアンスに係る事項が多岐に及び，コンプライアンス上問題が起こっ

た出来事に対し PDCA を回し対処していく形を作らないと同じ事柄が繰り返されて

しまう危惧がある旨コメントがあり，高橋理事から，内部統制委員会での PDCA の回

し方や「国立大学法人ガバナンス・コード」と併せて検討しておりしっかり対応して

いきたい旨発言があった。 

 

（２）「法人経営及び教学運営を担う人材の確保・育成方針」及び「経営協議会規則第２条 

第１項第３号に規定する委員の選任に関する方針」の制定について 

高橋理事から，資料２に基づき，標記方針を制定することとしたい旨説明があり，

続いて，標記方針案の概要について説明があった。また，「法人経営及び教学運営を担

う人材の確保・育成方針」案の経営等を担う人材の育成の６の「階層別の研修プログ

ラムの策定・実施」に関し，本年度の計画について併せて説明があり，審議の結果，

原案のとおり承認された。 

 

（３）諸規則の改正について 

【規則】 

岡山大学における部局長の任命等に関する規則 

高橋理事から，資料３に基づき，部局長は学長のリーダーシップのもと，ビジョン



2 / 3 

の実現に向けて学長を補佐し，教育研究評議会の一員として大学運営を担うものであ

り，教育研究評議会の多様性の確保の観点からも，また，大学運営や部局運営を担う

人材を育成する観点からも，部局に複数の候補者の推薦を求めることとし，①部局は

２人から３人の適任候補者を推薦することとし，その順位は必ずしも付ける必要はな

いこと，②立候補制とし，その推薦者の有無は部局に一任することとし，また，必ず

所信表明書を提出すること，③適任と判断するための投票が必要であれば１回に限り

行ってもいいこと，また，その結果を提示しても又は提示しなくてもいいこと，④研

究所については，所属教員数も少なく，そのミッションが研究であり，人数が少ない

こともあるため，例外としてあらかじめ学長に協議して１人の推薦とすることを認め

ることもあることとすること，並びにその趣旨に合わせた「岡山大学における部局長

の任命等に関する規則」の一部改正案の概要について説明及び提案があり，審議の結

果，承認された。なお，このことに関連して，青山理事から，改正に伴う学内におけ

る事前の議論の状況について質問があり，高橋理事から，７月と９月の教育研究評議

会及び４回にわたる部局長との意見交換会での意見を踏まえたものである旨回答があ

った。 

 

（４）先端治療・臨床検査センター等整備運営事業の検討について 

前田理事から，資料４に基づき，先端治療・臨床検査センター等整備運営事業（以

下この項において「本事業」という。）に関して，昨年５月に公募を行い優先交渉権

者が選定されたこと，現在，借地権設定に関する契約及び賃貸者予約契約が締結され

ている状態で，６月にリース料の最終提案がなされたこと，これまでの会議での付議

状況等の経緯，事業概要等の説明があり，今後も継続して検討することについて，審

議の結果，承認された。続いて，槇野学長から，これまで経営協議会の各委員からい

ただいた意見についても検討するとともに，専門家にご意見を伺いながら進めていき

たい旨発言があった。なお，このことに関し，本事業に関し，その投資判断ができる

ようきちんとした体制を作る必要がある旨のコメントがあった。 

（本事業に関しては，審議過程の案件であることから，詳細な記載は省略する。） 

 

（５）教育・研究戦略上学長が特に必要と認める場合の授業料免除の新設（案）について 

舟橋理事から，資料５に基づき，今後特に優れた能力と実績を有すると認められる

学生を確保し，当該学生の学修意欲の向上を図るために，授業料免除及び徴収猶予等

取扱規程第４条第２項に規定する「本学における教育・研究戦略上学長が特に必要と

認める場合」の具体的な基準として標記基準を制定することとしたいこと，並びに当

該基準案の概要について説明及び提案があり，審議の結果，原案のとおり承認された。 

なお，このことに関連して，青山理事から，本件の対象となる学生数をどの程度想定

しているか，また，経営的には当該学生の授業料免除額分はマイナスとなるが，それ

に代わるものが見込まれるかという視点も必要である旨コメントがあり，舟橋理事か

ら，将来，新学習指導要領学修者の入学者が出てくることとなっており，現在，入試

改革も進めつつ優秀な学生をリクルートする必要があると想定されることから制定す

るものであること，また，人数の想定も踏まえ，経営的な視点も踏まえたい旨の回答
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があった。 

 

２ 報告事項 

（１）共同研究部門の設置期間の更新について 

那須理事から，資料６に基づき，令和３年１０月１日付けで存続期間を更新するこ

ととした岡山大学病院設置の１件の共同研究部門（「人工知能応用メディカルイノベ

ーション創造部門」）の存続期間の更新をしたこと，並びに当該部門の背景，目的及び

研究内容について説明及び報告があった。 

 

３ その他 

（１）次回開催日について 

次回は，１０月２５日（月）１３時００分から開催することとなった。 

 

以 上  

 


